


子会社の流動化について
2020年9月期よりシェアテクは、中長期的な視点で企業価値の最大化を図るため、『暮らしのお困りごと』事業以外の子会
社の流動化を進めてまいりました。2020年3月の名泗コンサルタント、6月の電子プリント工業に続き、塩谷硝子についても
流動化が決定いたしました。

2018年4月～6月に子会社化した際、3社合計で1,768百万円（諸費用含むと1,966百万円）で取得いたしました。こ
の度の流動化によって、3社合計で約2,005百万円の現預金を回収する見込みです。

今後も、引き続き『暮らしのお困りごと事業』での企業価値拡大を推進してまいります。
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社名
（実行時期）

名泗コンサルタント
（3月10日）

電子プリント工業
（6月9日）

塩谷硝子
（9月末予定） 合計金額

回収金額 800百万円
（配当＋株式譲渡）

355百万円
（配当＋株式譲渡）

約850百万円
（配当＋吸収合併）

約2,005百万円
（一部見込額）

取得費用
（諸費用含）

700百万円
（751百万円）

595百万円
（655百万円）

472百万円
（560百万円）

1,768百万円
（1,966百万円）



将来予測に関する注意事項
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本開示には、シェアテクグループに関連する予想・見通し・目標・計画等の将来的な見通しに関する事項が含
まれており、これらは、本開示時点において入手可能な情報に基づく、本開示時点における予測等を基礎と
して作成されております。

また、これらの事項については、一定の前提・仮定が採用されており、かかる前提・仮定がシェアテクグループの
経営陣の判断又は主観的な予測に過ぎないといったリスク及び不確実性が含まれております。

そのため、様々な要因によって、その後の実績、経営成績・財政状況等が、現時点での予測・見通し・目標・
計画等とは異なる結果となる可能性がありますことをご承知ください。

また、将来において新たな情報や事象等が生じてかかる将来的な見通しに影響が出る場合であっても、シェア
テクはかかる見通しを更新して公表する義務を負うものではありません。

本開示は、投資勧誘を目的としたものではなく、この情報に基づいて被ったいかなるトラブル、損害その他一切
の損失についても、シェアテクは一切責任を負いません。投資に関する判断は、投資家の皆様ご自身の判断
で行っていただきますようお願いいたします。


